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愛媛大学医学部附属病院 センター・施設トピックス 砥部焼食器
お気軽にご相談ください

◎表紙

新年の病院長挨拶
ー医学部創立40周年記念講堂にてー

医療サービス課　L089-960-5099

愛媛大学医学部附属病院広報委員会委員長

高田清式

　当院では地産地消並びに

地域に根ざした病院食の提供

を行っています。この度、特別

メニュー（毎週金曜日の1回）

の器に県内の代表特産物で

もある砥部焼を取り入れまし

た。砥部焼の窯元に出向き、

病院食で使用の旨をお伝えし

たところ、当院のためにオリジ

ナルの器を焼いていただくこと

ができました。当院で使用する

砥部焼は軽量で、とても愛らし

い模様です。病院食は治療の

一環ですが、食事であり患者さ

んにとって安らぎの一時です。

器と共に召し上がって頂けれ

ばと思います。

編集後記
新年明けましておめでとうございま

す。愛媛大学医学部は今秋創設

40周年を迎えます。40周年記念誌

の発行や9月には記念式典を施

行する予定です。その一環として旧

臨床第１講義室を記念講堂と名づ

けて改修をいたしました。表紙の集

合写真はそこで撮影しました。今回

は新年にあたり檜垣病院長の熱い

思い、薬剤部のチーム医療と専門

性の紹介、法医学講座の新教授の

ご紹介、第2回地域医療再生セミ

ナー開催報告など数多くの話題を

提供させていただきました。今年もぜ

ひ皆様の温かいご支援を引き続き

宜しくお願い申し上げます。

院内が音楽に溢れた12月

　平成24年12月4日（火）、当院内レストラン愛彩
館において、愛媛県警察音楽隊をお招きして「患

者さんと心ふれあうコンサート」を開催しました。患
者さんをはじめとする200名以上の方々が集まり
馴染み深い曲のメドレーを楽しみ、会場は拍手喝
采、アンコールが飛び出す盛況ぶりでした。また同
月19日（水）には著名なチェリストであるナサニエ
ル・ローゼン氏をはじめ尾海あかりさん、柏原大蔵
氏をお招きし、クリスマスコンサートを開催しまし
た。トーンチャイムの演奏も行われ、患者さん、ご
家族を中心に約260名の方々にとって一足早い
クリスマスプレゼントとなりました。

医療サービス課
L089-960-5099

ボランティア懇談会
　当院が主催となり、平成24年11月12日（月）
に病院業務遂行を支援するボランティアの
方々と懇談会を開催しました。病院長が直接
意見を伺う意見交換の場として毎年開催して
いるもので、今回は病院関係者を含め34名
が参加しました。懇談会では檜垣病院長、田
渕看護部長が日々の活動に謝意を表し、寺岡
会長から活動状況の報告があった後、活発な
意見交換を行いボランティアの方々と病院と
の信頼関係を深める一日になりました。

総務課
L089-960-5125

外国人に授与する最高位の勲章

　ハートセービングプロジェクトの活動に尽力し
ている当院小児総合医療センターの檜垣高史
特任教授が、平成24年7月16日（月）にモンゴ
ル国大統領令による「北極星勲章」を受勲しま
した。継続的な小児循環器診療活動や教育、
技術指導が高く評価され受勲に至りました。

総務課
L089-960-5125

愛媛県がん診療連携セミナー
　当院主催で平成24年12月1日（土）、医学
部創立40周年記念講堂にて愛媛県がん診
療連携セミナーを開催しました。セミナーには
東日本大震災を経験した患者・家族連絡会
（グループ・ネクサス）の武田智枝様と、福島
労災病院の副院長の武藤淳先生をお招きし、
それぞれご講演を行っていただきました。約
130名の医療関係者や一般の方々が参加し、
非常事態下でのがん診療を考える意味で貴
重な講演会となりました。

医療福祉支援センター
L089-960-5917

リレー・フォー・ライフ
　平成24年10月13日（土）・14日（日）に松山
市城山公園ふれあい交流広場において開催さ
れた「第3回リレー・フォー・ライフ2012 inえひ
め」。総勢2000名以上が参加した中、愛媛大
学医学部・当院からは様々な職種で構成され
たチームが参加し、24時間たすきをつないで歩
き続けました。


